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岩倉使節団の観た欧米の文明度





新井宏

明治五年から六年にかけて維新政府の中枢部を率いた岩倉具視の「遣米欧使節団」は、世界外交史上に類例を見ない「珍事」であった。正副使である岩倉具視、大久保利通、木戸孝允、伊藤博文、山口尚方をはじめとして、理事官として、田中光顕、山田顕義、佐佐木高行ら、書記官には福地源一郎もいて、日本に残った政府要人は、三条実美、西郷隆盛、大隈重信、板垣退助くらいであり、政権基盤が固まっていない時期にあっては、まさに奇跡であった。

ちなみに、明治維新の賞典禄によれば、三条と岩倉が五千石というのを別格として、西郷隆盛が二千石、木戸孝允と大久保利通が千八百石、大村益次郎が千五百石、板垣退助、小松帯刀、吉井友実が千石であり、残留組には「実権はさておきの三条実美」と「政務に疎い西郷」を除けば、土肥出身者ばかりであり、使節団は「維新政権」そのものであった。

この使節団の主目的は、不平等条約の改正の予備交渉と西洋文明の調査で、明治四年末に出発をし、米国・英国・フランス・ベルギー・オランダ・ドイツ・ロシア・デンマーク・スウェーデン・イタリア・オーストリア・スイスの合計十二ヶ国を訪問し、明治六年九月に帰国する。

使節団の正員は正副使、書記官、大使随行員、理事官、随員の四十六名であるが、その他に一般随員、留学生もいて、総員百七名。費用は六十万ドル以上。その公式報告書『米欧回覧実記』五巻を独力でまとめたのが久米邦武である。

久米邦武は、佐賀藩出身で、儒学者の古賀謹堂に師事し昌平黌に学び、後に歴史学、古文書学で優れた業績を残したように、儒学を基礎においた第一級の教養人であった。したがって、彼の『実記』は、日本における研究対象としてだけでなく、近年では欧米でも、東洋の教養人が観た米欧として研究対象となっている。
その中には、先進大国の華麗な物質文明に眩惑されなかった新興の意気に燃える維新知識人の見識を紹介した論文もある。

久米邦武は、『実記』で欧米各国の「文明度」を次のように分類しているというのである。

優等国（デンマーク、スウェーデン、スイス、オランダ、ベルギー）、中等国上（ドイツ、フランス）、中等国下（英国、米国）、劣等国上（オーストリア、イタリア、ポルトガル）、劣等国下（スペイン、ロシア）。

面白いのは、当時の大国である英国、ドイツ、フランス、米国よりもデンマーク、スウェーデン、スイスなどを上位に置き、イタリアやポルトガル、オーストリアを日本と同等あるいは以下と見なしていることである。

ちなみに、最近の国別ランキングによれば「幸福度」では、デンマーク、スイス、オーストリア、スウェーデン、オランダ、米国、ベルギー、ドイツ、英国、スペイン、イタリー、フランス、日本、ポルトガル、ロシアの順であり、「ネットワーク度」では、デンマーク、スウェーデン、スイス、オランダ、米国、英国、日本、ドイツ、オーストリア、フランス、ベルギー、ポルトガル、ポルトガル、スペイン、イタリア、ロシアの順となっている。

幸福度とネットワーク度を総合すると、久米邦武が与えた評価順とほとんど全て一致していて、例外はオーストリアくらいである。これを偶然というべきであろうか。

漢語の豊富な語彙とその表現力で、政治、経済から思想、技術まで描写している『実記』は、芳賀徹が「近代紀行文学の白眉」として「鋭敏でのびやかな感性と犀利な観察をもとに驚嘆すべき豊富な漢語を駆使して米欧文明の諸相を活写し……いったん引用すると、どこまでも書き写したくなる」と絶賛している。

その久米邦武が政界に進まなかったのは、使節団帰国直後の政変にある。

留守政府は三条実美と西郷隆盛、板垣退助が取り仕切っていたが、いずれも実務的な能力が乏しかったので、そこに登場したのが司法卿の佐賀藩の江藤新平である。

彼は使節団の帰国前に、井上馨、山形有朋を汚職で追い落とし、実質的に土肥内閣をつくり、留守政府は重要問題は決定しないとの約束を無視し、「征韓論」を進めていた。

欧米を見てきた大久保らがとても了解できる案ではない。これを止めるため大久保は死を決意し、盟友西郷と対決する。しかし、結局は留守政権の勝利に終わり、岩倉、大久保、木戸は辞任に追い込まれてしまう。

ところが、このことによって中立的であった三条実美が心理的負担で病に倒れ、政権を放り出してしまう。そうなると岩倉の出番であり、使節派の巻き返しが成功する。これが明治六年政変である。

佐賀藩出身の久米邦武が政界に進まず、学者の道を選んだのは、この政変が原因であろう。私は良かったと思っている。







